
第３回 越前警察署協議会 

 

開 催 日 時 令和７年１０月８日（水）午後３時３０分から 

開 催 場 所 越前警察署 ２階講堂 

出  席  者 
越前警察署協議会委員 ５名 

越前警察署員署長以下 １４名 

協議会の概要 

１ 会長挨拶 

２ 署長挨拶 

３ 新人警察官の紹介 

４ 警察署各課からの業務報告 

５ 質疑・応答 

 ○委員：越前セーフティマネージャーの取組みを見学し、少人数でディスカッション

しながら交通安全講習を行うと、非常に実のある研修になると感じた。日本人

も、例えば免許更新の際の交通安全教育の時間で、こうした少人数規模で双方

向形式の講習があるといいと感じた。 

 ●警察：今後の参考にさせていただきたい。 

 ○委員：越前セーフティマネージャーの取組みを見学し、外国人が熱心に質問されて

いる姿を見て、日本の生活に馴染んでいこうという意欲が強いことを感じた。

改めて自分自身も交通安全を心がけようと思うきっかけとなった。 

 ○委員：外国人が積極的に質問している姿を見て、日本人も見習っていかなければな

らないと感じた。 

 ○委員：逆に外国人から見た日本人の交通マナーが、例えば「方向指示器を出すのが

遅い」などとみられているというのが分かった。外国人の方のマナーを言う前

に我々のマナーをまず正していかなければ、相互の理解は進まないと思った。 

 ○委員：外国人の方であるから交通事故が多いという事実はあるのか。 

 ●警察：外国人が当事者になる事故は、令和２年と令和６年を比較すると、令和２年

は６件、令和６年は１７件（県下）で、３倍程度増えている。今年も、単独の

重体事故が発生している。 

 ○委員：事故総件数が増えているため、それに伴い外国人の事故も増えるということ

はわかるが、交通ルールがわからないが故に発生してしまった外国人の事故は

あるか。 

 ●警察：直接標識の意味が分からなかったから事故になったということは、今のとこ

ろはない。しかし、一部の外国人は、標識の意味について、しっかりと理解で

きていないという声があるので、そういったところの教育も必要と考えている。 

 ○委員：各地区で交通安全協会が主体となって交通安全講習会が開催されており、交

通ルール改正の話を聞くなど座学形式が多い。その形式を、ディスカッション

や講師の先生と円になって話すという形式にしてみてはどうか。また、外国人

は講習に参加しているのか。 

 ●警察：地区によっては、外国人も参加している。今後頂いたご意見を参考に交通安

全協会と検討していきたい。 



○委員：特殊詐欺、ロマンス詐欺など、様々な手法の詐欺が発生している。詐欺と思

われるメールが自分にも送信されてきて、頻度も多くなったと感じている。越

前市の状況は件数的に増えているのか。 

 ●警察：特にＳＮＳ型投資詐欺、ロマンス詐欺が、最近頻繁にみられる手口となって

いる。このほか特殊詐欺もあるが、いずれも件数、金額ともに増加傾向にある。 

 ○委員：高齢者が騙されやすいという傾向はあるのか。 

 ●警察：特定の年齢が極端に多いということはないが、比較的に高齢者の被害が多い。

電話やインターネットなどで、相手側とのやりとりが始まり、基本的に個人の

ＳＮＳに誘導するという形態が多い。例えばＬＩＮＥの友達登録をしてくれと

か、そういったやりとりがくるので、その時点で怪しいと気づくことができる

かどうかが、被害に遭うかどうかの分かれ目になってくるかと思う。 

 ○委員：電力会社を語った電話がかかってくると、怪しいと思って電話を切ってしま

うということは何回かあった。これは詐欺とは違うのか。 

 ○委員：「１時間後に、この電話を不通にする」というような電話がかかってきたこと

が２、３回ある。 

 ○委員：私も２回ほど同様の電話がかかってきたことがある。 

 ○委員：携帯電話に＋８１という番号からかかってきたこともある。 

 ●警察：＋から始まる電話番号や０８００という電話番号には十分注意が必要である。

知らない電話番号からの電話には出ない方がいいと考えられる。 

 ●警察：着信のあった電話番号について、検索サイトでチェックする、あるいは誰か

に相談するなどすれば、詐欺の電話番号かどうか分かる場合がある。越前署管

内で３０代の方が被害に遭われたこともあり、年齢を問わず被害にあっている

が、お年寄りが騙されやすいという傾向はある。老人会や町内会で注意喚起し

ても、自分は関係がないと思っている人が多いので、様々な対策を試みている

ところである。 

 ○委員：電話がかかってきて、警察だと名乗られると、どうしても信用してしまう。 

 ●警察：急にお金の話であるとか、何か捜査情報を漏らすということは、あり得ない

ことなので、おかしいと思っていただきたい。身内や友人など、相談できるコ

ミュニティを持っておくということが非常に大事だと思う。孤独な環境の方も

中にはいらっしゃるので、今後の課題である。 

 ○委員：私は、詐欺に絶対ひっかからないと思っているが、そういう人が騙されやす

いのか。 

 ●警察：注意はしていただきたい。例えばナンバーディスプレイを見て、登録されて

いる番号以外は、注意をしていただく。 

 ○委員：電力会社から安くなるプランに変えないかという電話がかかってきて、これ

が詐欺なのかどうか分からないということがあった。市外局番の固定電話から

かかってきた場合は、詐欺かどうか区別できないことがある。 

 ●警察：判断が難しい時もあると思う。今は電力会社の話がでたが、悪質リフォーム、

水道点検やガス点検で法外な金額を請求されたという被害も増えている。本日

の会議で得た情報を参考にしていただきたい。警察も積極的に広報を進めてま

いりたい。 

 ○委員：おろしそば運転という交通安全標語は、どういう頭文字か。 

 ●警察：県警では、おろしそば運動という広報を行っており、お：お天気、ろ：路面



状況、し：車間距離、そ：速度、ば：万全な体調で、の頭文字を取っている。

ぜひ覚えていただければと思う。 

６ 署長総括 

  本日ご視察いただいた件は、外国人に対して交通ルールに関する意識付けを図ると

いうのが当初の目的であったが、更にそれを超えてＳＮＳを利用して仲間に啓発活動

などのアクションを自ら起こし始めていて、非常に良いケースになったと思っている。

今後、交通だけでなく防犯も含めて継続的に取り組んでいきたい。 

  外国人の問題が非常に話題になっているが、経済的な状況や国の制度が、治安に影

響を及ぼすことがある。過去にリーマンショックのときに、かなりの数の外国人が職

を失い、それによってよからぬことをしてしまう外国人がいたという指摘もある。越

前市は県内でも外国人比率が高い地域であり、地域全体で理解と支え合いを深めてい

くことが求められる。地域の皆様と連携し安全で安心して暮らせるまちづくりに努め

てまいりたい。 

７ 会議の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


